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　睡眠薬を悪用した犯罪は、性犯罪をはじめとして、しばしば発生している。このような事件で、睡眠薬の使用を証明するため
に、睡眠薬の代謝について、より詳細な知見が必要である。本研究は睡眠薬ゾルピデムの代謝・排泄について、より深い知見
を得ることができた。
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成果公開有償利用

ゾルピデム代謝物M1～M4の合成

元素分析、核磁気共鳴装置

　ゾルピデム代謝物M1～M４、及び、7-水酸化体、8－水酸化体の合成法を確立した。合成品はNMR及び元素分析により、標
準品として使用できるものであることが分かった。これら合成品を標準品として分析することにより、ゾルピデムを服用していた
ヒトの尿から、ゾルピデム及び代謝物を同定することができた。
　ヒト尿中に最も多いのはM1で、次いで未変化体、7－水酸化体、Ｍ2の順であった。M3及び8-水酸化体は僅かしか含まれて
いなかった。また、水酸化体はグルクロン酸抱合体としても存在することが分かった。
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